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械工作部につぎ第2位。今年こそは横製内第1位を目指し、

『全員参加による改善活動』をさらに推進して生産の効

率化に取り組んでいきます。

全員参加による改善活動を展開中
現在、風車工作部組立課組立二係では、2.4MW機の生

産を行っています。2.4MW機の生産が始まってから約1

年経過し、全係員の努力の結果、生産体制も確立され、

毎日整斉と1台/日の生産が行われています。

風車の生産は中量産品で、基本的に毎日同じ作業の繰

り返しであり、一つの改善が大きなコスト改善につなが

ります。そこで、毎月、各作業班ごとに小集団の改善活

動を行っています。

現在、当組立二係は総勢156名おり、全員参加で「改

善提案一人、1件/月」を目指し取り組んでいます。毎日

の作業の中で、ただ仕事をするのではなく、いつも「こ

のやり方で本当にいいのか？違うやり方はないか？その

作業は本当に安全か？」という気持ちで作業に臨むよう

に全員に指導し、とにかく「改善提案一人、1件/月提出」

を目指しています。また、毎月提出件数はグラフにて掲

示し、どこの班が改善件数が多いかを競争しています。

そして、毎月1回、部長・課長・係長・作業長・スタ

ッフが参加し、改善提案発表会を開催。各班の代表の改

善を発表し、そこで最優秀改善を選定して、部長表彰を

行っています。その結果、昨年は次の通り改善提案が提

出され、工数低減も進んでいます。

【H20年5月～12月の実績】
風車工作部組立課全体 組立二係

改善提案提出件数： 1,051件 674件
改 善 時 間： 12,530H 7,470H
実 施 件 数： 807件 472件
実 施 率： 76.8％ 70％

昨年の風車工作部の改善提案の提出数は、横製内で機

TPM活動紹介
風車工作部

今月は風車工作部組立課組立二係での小集団の改善活動を紹介します。
TPM (total productive maintenance)

昨年12月26日、本社横浜ビル会議室で現地所長任命式

が行われ、任命第一号として森田政宏主任（横浜プラン

ト建設部）が、原動機事業本部プラント事業部チリ・グ

アコルダ現地所長に任命されました。

現地所長およびプロジェクトマネージャーは、従来、横

製所長が任命してきましたが、12月1日の職制改正による

原動機事業本部制への移行により、平本プラント事業部

長から任命証を授与されることになったものです。

森田所長は「安全、品質、工程管理いずれにおいても

円滑な工事進捗に努めます」と力強く決意を語りました。

森田所長は1月4日から現地入りし、現在約80名のスタッ

フとともに工事完遂に向けて力を注いでいます。

＊チリ・グアコルダ発電設備建設工事＊
ユニット3号、4号の増設発電設備を建設中。主要目は石炭

焚き再熱ボイラ（440t/h）、152MW復水タービン。3号は
2009年9月、ユニット4号は2010年6月引き渡し。

森田所長が現地所長任命第一号に

平本プ事業部長（右）から任命を受けた森田所長（左）

＜改善提案件数グラフ＞ ＜改善提案発表風景＞

前部モジュール主軸受・組立治具の改善

開口部措置安全対策

改善活動を推進する作業班のリーダーの皆さん


